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大複殖門条虫ＤやZogo"”oγ"ｓｇγα"伽（Blanchard，

1894）は日本人に特有の寄生虫とされており，飯島・栗

本（1894）による最初の報告以来，今日までに約55例が

~確認されている（森下，１９６２；加茂，１９６９；ＫａｍｏｅＺ

Ｍ，1971）が，この虫のヒトへの感染経路や発育史につ

いては，現在までのところ全く解明されていない．

，.ｇγα"肋は鯨類に寄生している鯨複殖門条虫Ｄｉ‐

のJogwzOPoγ"ｓＭａｅ"OPZeγαeL6nnberg，1892と形態的

に極めて類似しており，殊に日本近海に生息する鯨類か

らもしばしばＤｊａｍｅ"opze7aeが見出されていること

から，．ｇγα"伽との関係が注目されている．

Rausch（1964）によると，日本で報告された数例の

ヒト寄生Ｄ、９７α"伽はＤ・ｂａＪａｅ"opZeraeと同一種

類であると述べられている．岩田(1967)は，.ｇγα"ｃＩｉｓ

とＤ・Ｍａｅ"巾eγαｅ虫体の外形を較べて両種の間には

形態上の区別を認め難いとし,，.ｇγα"ｃＪｉｓをＤ､６αｍｅ‐

`"OPreγαｅのSynonyｍとすべきであると主張している．

加茂（1969）は，この両種の標準型に関しては形態的特

藝徴がよく一致することを認めているが，幼若型や超大型

燧のものなどについてなお検討すべき問題が残されている

点や，また従来からＤ、９ｍ"α/ｓと同定されている標

本が必ずしも均一な種類だけではないことを指摘し，形

態的分類基準の確立および発育史の究明を待っての比較
の必要性を強調している．

ここでは一応ヒト寄生のものは，．ｇ'αＭｉｓとし，

i鯨寄生のものは，．〃αe"oPzeγαｅとして取り扱うこと
にした．

要するに，，．ｇγα"α/ＳあるいはＤ、６ａＺａｅ"opZeγαｅ

の発育史の究明は，人体への感染経路をつきとめるとい

う重要な役割を荷なうとともにＤ⑪ZogmzOPo'２‘ｓ属ひ

いてはＤＷＭＺｏ６ｏＺｈ７Ｍａｅの分類確立のためにも緊急

な課題となっている．

本報では，卵期における発育，coracidiumの孵化状

況についての実験・観察結果を報告する．

材料および方法

，．ｇ”ｚＭｉｓについては，山陰地方における人体寄生

第７例（初鹿ら，1969）から得た虫体の子宮内卵を用

い，Ｄ・Ｍａｅ"oがeγαｅについては，宮城県鮎川のミン

ク解体場でコイワシクジラＢａｍｅ"OPZeγααc"Zo7ostrara

から採取した成熟虫体（加茂ら，1966,1969）の子宮内

卵を用いた．

虫卵培養のmediumとしては，日本海海水，中海海

水(比重約1.01)，人工海水（AquamarinおよびHerbst

氏液)，生理食塩水（Ringer氏液）および水道水を用

い，温度15°Ｃ,２０°Ｃ，２５°Ｃ，２７°Ｃ，３０°Ｃ，３３°Ｃおよび

37°Ｃ（’恒温器内）の各条件下で培養した．

虫卵培養の方法は，あらかじめ上記の各medium約

70ｍｌを別々のシャーレに入れておき，その中に子宮か

ら分離した虫卵を沈めて，各温度条件下に数日間incu‐

bateした．また－部の虫卵については濾紙培養法(Bea‐

ｖｅｒｅｔａＺ.，1964）も合わせて行なった．これらの虫卵

については，培養開始後６時間または12時間ごとに胚発

育の状況を観察した．

胚発育の状況については，無作為に抽出した虫卵100

個宛を観察し，小蓋が開放してすでにcoracidiumが孵

化しているもの(hatched)，胚細胞が分裂しcoracidiUm

が形成されつつあるもの(embryonated)，胚細胞の状態

（１）
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TablelDevelopmentofeggs ｏｆｎｇ７α"cJ/sinvariousconditions

Media

Incubated

period
（days）

Ｔｅｍｐ Development
ＣｈｕＫａｉ

ｗａｔｅｒ

(brackish）

Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ

ｓｅａｗａｔｅｒ

(Aquamarin）

Sea Physiologi‐ Tap

calsalinewater
(｡C） ｏｆｅｇｇｓ

ｗａｔｅｒ

|灘i鑑'’
|i霧j鰯
I鱗ii潟
|i鱗h蜜
liililHi淫'i’
|i鱗i蓋'’
||灘ii:識

％１
２
５
２

４
５

％２
７
７
４
１
１
６
２
０
３
４
３

１
７

１
６
２
７
１
１

％４
４
８
４
ｍ
⑫
犯
辿
別
珊
釦
刈
、
虹
Ⅲ
７
０
０
１
９

８
７
２

1５

９
６
４
７
４
７

４
０
６
０
９
２
０
９
４
１
０
５
５
９
６
０
０
５
０
５
０
５
５
０

２
６
１
７
１

７
２

７
１
２
１
１
５
７
２

％２
５
３
０

３
５
１

％０
７
３
０
０
８
８
４
０
３
６
１
０
０
８
２
５
４
８
３
０
０
２
８

７
２
５
１
２
６
２
１
８
１

１
３
４

８
１

2０
３
１
５
１
０
０
７
３
０
７
０
３
３
２
４
１

６
２
１
７
１
１
７
２
２
１
６

2５

３
８
４
５
０
５
６
９
８
１
６
５
０
３
７
０

６
１
１
７
１
１
２
１
４
６
３

2７

3０

１
６
３
０
０
１
０
９

１
２
２
４
４
５

3３

3７ ４

が培養開始時と何らの変化を示さず未分裂状態にあるも

の（undeveloped）および卵内の細胞が崩壊して空胞・

液胞その他が生じて明らかに死滅卵とみられるもの

(dead）の４段階に分けてそれぞれ記録した．

結果

Ｄ、９ｍ"αｉｓ卵の発育・孵化

Ｄ、９ｍ"ｃＪｉｓ卵についての実験結果はＴａｂｌｅｌに示

した．coracidiumの孵化率は，培養温度25°Ｃと２７°Ｃ

における日本海海水，中海海水および人工海水（Aqua‐

marin）中においてもっとも高く，温度25.Ｃで培養開

始後４日目および温度27.Ｃで７日目に観察した虫卵各

100個中，coracidiumの孵化したものの率が，日本海海

水中で79％，７４％，中海海水中で63％，７０％，人工海水

(Aquamarin）中で70％，６３％であった．生理食塩水中

では，培養温度25°Ｃで23％，27.Ｃで31％であって日

本海海水，中海海水および人工海水（Aquamarin）中で

の孵化率に較べておよそ’/２以下にすぎない．

培養温度を20°Ｃ，１５°Ｃと下げた場合のcoracidium

孵化率は，日本海海水中でそれぞれ24％，４１％，中海海：

水中で32％，人工海水（Aquamarin）中で11％，１２％と

低下し，また温度25°Ｃ，２７°Ｃの場合に比較して胚発育

に要する時間が延長する傾向が認められた．３０°Ｃ，３３°Ｃ

および37°Ｃの各温度条件下で培養した場合のcoraci-

dium孵化率は，日本海海水中でそれぞれ５％，２０％,、

０，中海海水中で0,23％,および人工海水（Aquamarin)〉

中で０，１８％，０の如く低下した。低温15°Ｃと高温

33.Ｃ,３７°Ｃで培養した虫卵の胚発育状況を比較すると

高温度条件では低温のときに較べて胚細胞未分裂状態の、

ものや死滅卵の著しい増加がみられた．また，水道水中

で培養した虫卵は，温度25°Ｃ，２７°Ｃにおいても胚細胞

未分裂状態のものや死滅卵が多く，胚細胞の分裂を示す

虫卵でもcoracidiumの孵化には至らなかった．

日本海海水中，好適温度と思われる27°Ｃで培養した

虫卵の胚発育は，培養開始後６～12時間で胚細胞の分割

が始まり，２日後には外見上coracidiumの形がほぼ完

成し（Fig.３），３日後に鉤の出現を認めた(Fig.４）．

（２）
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Table2Embryonationtime（days）ｏｆｅｇｇｓｏｆＤ．ｇγα"cJisinvariouscondition

Media

Ｔｅｍｐ．

（｡C）
Ｃｈｕ－Ｋａｉ

ｗａｔｅｒ

(brackish）

Artificial

seawater

(Aquamarin）

Ｓｅａ

ｗａｔｅｒ

Physiologi‐

calsaline

Ｔａｐ

ｗａｔｅｒ

（９）

（８）

（６）

(7.5）

（６）

７

５
０
５
７
０
３
７

１
２
２
２
３
３
３

８

５

４

４

４．５

４

（４）

５
５
５

８
５
．
．
．
４

４
４
４

５
５

８
５
・
４
５
．

４
４

５
５

９
６
５
．
５
．

４
４

（）：undeveloped

Table3DevelopmentofｅｇｇｓｏｆＤ・ｂａＺａｅ"OPZe7aeinvariousconditions

Media

Incubated

period
（days）

Ｔｅｍｐ．

（｡C）

Development

ofeggs

Artificial

seawater

(Herbst，s）

Ｓｅａ

ｗａｔｅｒ

Ｃｈｕ－Ｋａｉ

ｗａｔｅｒ

(brackish）

Ｔａｐ

ｗａｔｅｒ

|灘ij雛i
ll灘i霊i:i’

％８
２
２
８
３
０
７
０

４
３
１
６
２
１

％３
９
９
９
２
８
２
８

５
２
２
４
１
１

％３
５
０
２
１
７
５
７

３
４
２
１
２
３
２

1５ 1０

％６
８
７
９

６
１

２７～３２ ５

各種medium中において虫卵培養開始後coracidium

の孵化が初めて認められるまでの日数はＴａｂｌｅ２に示

した．それらの日数は，水道水中で培養した場合と低温

で培養した場合とを除けば，各条件下とも比較的一定し

た値を示した．すなわち，日本海海水，中海海水および

人工海水（Aquamarin）の３種medium中では，温度

15°Ｃで８日目，20.Ｃで５日目，25.Ｃ，２７°Ｃおよび

33°Ｃでは４～５日目にそれぞれcoracidiumの孵化が

認められた．しかし，日本海海水中，温度37°Ｃにおい

ては４日目までなおcoracidiumの孵化を認めなかっ

た．

生理食塩水中においてはcoracidiumの孵化開始まで

に要する日数が，日本海海水，中海海水および人工海水

(Aquamarin）の３種medium中におけるそれよりもや

や延長する傾向を示し，また水道水中では前述のように

coracidiumの形成に至るまで発育する虫卵はきわめて

少なく，温度33°Ｃにおいて７日目にわずか５個体の

coracidiumが孵化したのみで（Tableｌ），大多数の虫

卵は発育途中で死滅するか，胚細胞の分裂途中に発育を

停止した（Figs1O，１１)．

日本海海水，中海海水オ日本海海水，中海海水および人工海水（Aquamarin）

の３種medium中で培養した虫卵から孵化したcora‐

cidiumは，繊毛を動かして体を回旋させながら活発に

medium中を遊泳した．coracidiumの各種medium中

における生存期間は日本海海水，中海海水および人工海

水（Aquamarin）の３種medium中(温度25°Ｃ)で25～

35時間であったが，生理食塩水中ではcoracidiumは殼

外に脱出後まもなく運動を停止して死滅し，また水道水

中においては殼外脱出後直ちに死滅した．

静止状態のcoracidiumでは虫体の周囲に繊毛膜がみ

られ,そのほか虫体内部に六鉤が明瞭に認められた(Figs、

６，７）．coracidiumlO個体（生鮮標本）の計測値は，

繊毛膜を含めた外径が長径平均63.45〃（56.7～72.9’)，

短径平均60.2’（52.9～71.6’）であった．虫体は長径平

均41.85/α(37.8～45.9ﾉ(4)，短径平均36.45ﾉ⑫（32.4～40.5

’）で，鉤の大きさは縦径平均11.34β（10～12β)，横径

平均0.5’（0.4～0.6〃）で，繊毛の長さは25～30浬であ
った．

（３）
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問は，日本海海水中，温度27°Ｃで28～30時間であり，

，．ｇγα"α/ｓのそれと近似の値であった．しかし，人工

海水（Herbst氏液）中では孵化数分後にcoracidium

は徐々に遊泳力の低下を示し，やがて運動を停止した．

水道水中では殻外脱出後直ちにcoracidiumは死滅し

た．

静止したcoracidiumの外観（Figs、２１，２２）は，、

９ｍ"α/ｓのcoracidium（Figs、６，７）ときわめて類似：

しており，coracidiumlO個体（生鮮標本）の計測値も＞

繊毛膜を含めた外径が長径平均64.85〃（54.0～75.6β)，

短径平均60.89β(54.0～70.2β)で，虫体は長径平均42.2：

β(36.85～44.95β)，短径平均36.07ﾉu(31.45～39.45’)，

繊毛の長さ25～30β，釣の大きさは縦径10～13ノリ，横径

0.4～0.6ノリでＤ、９７α"伽のそれに近似であった．

また日本海海水，中海海水および人工海水（Aquama

rin）を管底に入れて濾紙培養法を試みたが,，.ｇγα"αな

およびＤ・Ｍａｅ"”/eγαｅ両虫卵とも胚発育を全く示さ

ず，虫卵はすべて死滅していた．

考察

DiPZogo"OPOγ"Ｓ属条虫の卵期における発育に関して

は，Yamaguti（1942）が岩手県釜石市に水揚げされた

イワシクジラＢａｍｅ"”Ｚｅｒａ６ｏ,でα"Ｓから得たり、

Maelzopzeγαどの虫卵を温度21｡～33°Ｃで培養して，

coracidiumの孵化寸前（７日目）まで観察した報告と，

Hilliard(1960）がアラスカで自然感染の犬から得たり、

6amelzopzemeの虫卵を温度20°Ｃで７日目まで観察し

た報告とがあるにすぎない．

従って，ヒトに寄生したり．ｇrα"αｉｓについて虫卵

の発育・孵化の状況を観察した報告は初めてのものであ

る．

Ｂａ``”/iJﾉZ〃eα，殊にDjP/jJﾉJZo6oZhγ〃〃属条虫の,

卵期における発育については，従来から数多くの報告が

あり，なかでも広節裂頭条虫，．〃、"z(Leuckart，

1886；Schauinsland，１８８６；JanickietRosen，１９１７；

江口，1924,1926；Essex，１９２７；Vergeer，１９３６；Mo-

tomura，１９２９；Vogel，１９２９；Guttowa，1961)，マンソ

ン裂頭条虫，．〃Jα"so"Z（小林，1930)，ＳＰｉγoｍｅ〃α

"zα"so"o肱ｓ（Mueller，1959）などの種類について詳細

な報告があり，さらに前述のHilliard（1960）がＤ、

6α/αe"”Zeγαｅを含むＤ妙/iyJJo6oZh伽加属11種におけ

る卵期の発育を観察した報告がある．

虫卵培養のmediumとしては，，．ｇ“"αｉｓおよび

Ｄ、６αｍｅ"⑫'〃αｅ両者とも日本海海水，中海海水およ

Ｄ・Ｍａｅ"oPte7ae卵の発育・孵化

Ｄ・Ｍａｅ"qpze7ae卵の発育実験の結果はＴａｂｌｅ３に

示した。虫卵培養のmediumとしては，Ｄ､９７α"肋卵

での培養結果（Tableｌ）と同様に，日本海海水と中海

海水とがともに良好な成績を示した．すなわち，各種

medium中における虫卵各100個の発育状況をみると，

日本海海水中で温度15°Ｃ,１０日目の虫卵は孵化完了が４８

％，胚細胞が分裂中のもの32％，胚細胞が未分裂状態の

もの12％，死滅した虫卵８％であった．また,温度27｡～

32.Ｃ(室温）で５日目に観察した虫卵では，孵化完了が

日本海海水中および中海海水中でそれぞれ63％，６６％，

胚細胞が分裂中のもの20％，１８％，胚細胞が未分裂状態

のもの各７％，死滅卵が10％，９％であった．

一方，人工海水（Herbst氏液）中で温度15°Ｃ，１０日

目の虫卵100個については，孵化完了がわずかに３％で，

胚細胞が分裂中のもの59％，胚細胞の未分裂状態のもの

29％，死滅卵９％であり，また温度27｡～32°Ｃ(室温)で

５日目の虫卵については，孵化完了が22％，胚細胞が分

裂中のもの48％，胚細胞の未分裂状態のもの12％，死滅

卵18％であった．このように,人工海水(Herbst氏液）

をmediumとした場合は，Ｄ、９７α"αｉｓ卵における人

工海水(Aquamarin）の成績（Tableｌ）よりも虫卵の

発育程度が劣るようであった．

水道水中で培養した虫卵は，coracidiumの孵化した

割合がＤ・ｇｍＭｉｓ卵での結果(Tableｌ）よりもやや

多い傾向を示したが，日本海海水や中海海水などにおけ

る虫卵の発育状況と比較すると，胚細胞の未分裂状態の

ものや死滅卵が多く認められ，水道水中では明らかに胚

発育の程度が劣るようであった.水道水中で温度15°Ｃ，

10日目の虫卵および27｡～32°Ｃ（室温）で５日目にそれ

ぞれ観察した虫卵の発育状況は，孵化完了が３％，１１

％，胚細胞の分裂中のもの35％，２７％，胚細胞未分裂状

態のもの40％，３５％，死滅卵22％，２７％であった．

虫卵培養開始後coracidiumの孵化をはじめて観察し

たのは，日本海海水中においては温度15°Ｃで10日目，

25°Ｃで４日目，２７｡～32°Ｃ(室温)で２～３日目，２５゜～

30°Ｃ(室温）で７日目であり，厳密には温度条件が同じ

でないが，．ｇγαＭｄｒｓ卵におけるcoracidiumの孵化

に要する日数と近似の結果であった．

Ｄ、９７．α"cJisおよびＤ・Ｍａｅ"”Ｚｅ７ａｅの虫卵は，低

温器内（4°Ｃ）に保存し，必要に応じて発育実験に用い

たが，両虫卵ともcoracidiumは約１カ年のあいだ孵化

可能であった．

各種medium中における勝出coracidiumの生存期

（４）
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およびＤｂａｍｅ"”zeγαｅ両虫卵とも胚発育を示さず死

滅したが，従来からDWiWo6oZhγ〃αどの虫卵はその

多くが胚発育のために水分が不可欠であり，乾燥には殊

に弱いとされているから，，．ｇγα"`ｉｓや，．ｂαｍｅ"o‐

ｐｚｅｒａｅの虫卵も例外たり得なかったものといえる．

海水中におけるＤ・ｇｒａＭｉｓ虫卵の培養開始後ｃo‐

racidiumの孵化までに要した日数(Table２）は，同じ

海水中で，．〃αe"”ｚｅｒａｅ虫卵の孵化に要した日数，

15°Ｃで10日，２５°Ｃで４日，２５゜～30°Ｃ(室温）で７日，

27゜～31°Ｃ（室温）で２～３日とほぼ同じであり，Ｙａ‐

maguti（1942）による，．〃αe"OPZeγαｅ虫卵の孵化

寸前までの日数（７日）とも近似である．

Ｄ秒/iJﾉZZo6oZAγ〃αどの主要種における虫卵培養開始

後coracidiumの孵化までに要した日数をみると，，．

〃、"zの虫卵では28°Ｃで６日（Vergeer,1936)，２６｡～

２８°Ｃで７日（Vogel,1929)，２８｡～30°Ｃで14～21日(江

口，1926)，数カ月（Schauinsland，１８８６；Leuckart，

1886)，１８｡～20°Ｃで８～９日（Guttowa，1961）など

の報告があり，また，．〃Zα"so"Ｚの虫卵では夏期室温

１２～14日（小林，1930)，Ｓ､，"α"so"o枕ｓの虫卵では

２２゜～26°Ｃで14日（BeavereZaZ.，1964)，２５｡～27°Ｃ

で10日（Mueller，1959）など，いずれもＤ、９７α"αｉｓ

やＤ、Ｍａｃ"opze7．αｅの虫卵における（温度25゜～27°Ｃ

で４～５日）よりもかなり長い期間を要している.Ｓｍｙｔｈ

（1969）は，条虫卵の孵化に関与する因子として光，温

度，０２およびＣＯ２分圧，酵素作用およびｐＨなど

の影響の検討が必要なことを指摘しながら，Ｈ２"ん

ｶﾉ､ﾉﾉ〃eαの虫卵は温度に対して特異な反応性を示し

「thermalspecificity」というべき現象があり，同じ条件

の温度では種類によってcoracidiumの孵化までに要す

る日数がそれぞれ特異であると述べている(例えば18｡～

２０°Ｃで，．ｍ”'〃卵では８～９日，Ｔ・Ｚ"c〃卵では

５日)．このことを念頭におきながら20°Ｃにおける胚発

育期間を較べてみると，Ｄ・ぬ"αγiZic…の虫卵が６～

８日，Ｄ・ｃｏ７`αｍｌｌＺの虫卵が５日，，．〃γeｍ"、の虫

卵が９日（Hilliard，1960）となっており，この点から

見るとＤ､ｇｍＭｉｓあるいはＤ､６αｍｅ"”zeγαｅの20°Ｃ

で５日（Table２）は，Ｄ、ｃｏＭａｍｍのthermalspe‐

cificityと等しく，両者の発育環境条件が近似している

ものと考えることもできる．

Ｄ・ｇｒａＭｉｓおよびＤ、６αｍｅ"oPZeγαｅの虫卵は，海

水中，温度30°Ｃ以上の高温ではcoracidiumの孵化率

が極端に低下したのに対して，低温（15°Ｃ）ではcora‐

・cidiumの孵化率が15％を示した（Tableｌ）．Ｓｍｙｔｈ

び人工海水（Aquamarin）の３種においてもっとも良好

な成績が得られ，生理食塩水や水道水では虫卵の胚発育

およびcoracidiumの孵化に関して上記の３種medium

のような好成績が得られなかった．また，同じ人工海水

でもAquamarin中で培養した虫卵の方がHerbst氏液

中のものよりも発育・孵化ともに良好であった（Tableｓ

１，３）．この現象は，Herbst氏液をその指示どおりに

処方すると比重が1.37となり，Aquamarinの比重1.20

よりもかなり高い値を示すことから，虫卵の発育程度に

優劣が生じる原因としては両液における塩分濃度の違い

か，あるいは構成される塩類の種類が違うためと考えら

れる．

江口（1926,1964）は，，．〃〃,'ｚの虫卵が淡水で発

育する（Schauinsland，１８８６；Leuckart，1886）ほかに

海水中でも発育し，coracidiumの孵化が可能なことを

実験的に証明した．

Hilliard（1960）は，DiPﾉiWo6orAγＭａｃ数種のｃo‐

racidiumと浸透圧との関係についての実験で，その宿

主が海水域に生息する条虫の組織浸透圧はＮａＣｌ濃度

が2.8％に相当し，淡水域生息種では約１％，汽水域生息

種ではこれらの中間にあることを示し，異なる浸透圧の

下でのcoracidiumの膨張度によって淡水域生息種か汽

水域生息種か海水域生息種か指摘できると述べている．

Ｄ・mZz`''ｚの虫卵が海水中でも淡水中でも発育し，

coracidiumが孵化できるという事実は，その中間宿主

（魚類）がこれら両水域に生息可能な種類であることと，

みごとな一致を示している．

，．ｇγα"αｉｓやＤ・Ｍａｃ"opZe7aeの虫卵は，水道水

中では正常な発育を示さず，海水中で良好な胚発育およ

びcoracidiumの孵化がみられた．犬に寄生したり．

〃αe"”ze7-aeの虫卵が塩分濃度Ｏ～3.5％溶液中で胚

発育を示したというHilliard（1960）の報告もあり，こ

の種の虫卵が発育に際していかに海水になじんできたか

がうかがえる．

われわれの場合，水道水中でもごくわずかながら，．

ｇγα"肋やＤ､６αｍｅ"OPZerae両虫卵からcoracidium

の孵化が認められたが，この原因に関しては明らかにで

きなかった．また，孵化したcoracidiumが水道水中で

は殻外脱出直後に，生理食塩水中では数分後にそれぞれ

死滅したが，海水中では約30時間生存するなど，孵化し

たcoracidiumも浸透圧の低いmedium中では生存不

可能な種類であることが示された．

日本海海水，中海海水および人工海水（Aquamarin）

を用いて虫卵の濾紙培養法を試みた結果，Ｄ・ｇｒａＭｉｓ

（５）
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(1969）によれば，Ｂ〃”ﾉＭＺ枕αの虫卵において致死

温度の下限は－５｡～-8.Ｃであり，上限は，．〃、"ｚ

`の例から考えて30｡～35°Ｃであろうと考えられている

が，Ｄ、９ｍ"cJisまたはＤ、６α〃e"OpZe'一αｅにおいても

同様であろうと,思われる結果である．

Guttowa(1961）は，Ｄ・Ｚａｍｍについてcoracidium

の発育と温度との関係を研究し，温度が8°Ｃ以下または

30°Ｃ以上の環境になるとcoracidiumは発育せず,8｡～

30°Ｃの間では温度が高くなるにつれて胚発育に要する

日数は短くなるが，温度が20°Ｃ以上の環境ではcora‐

cidiumの孵化率が低下すると述べている．Ｄ・ｇｒａＭｉｓ

やＤ・Ｍａｅ"”zeγ･αどの虫卵においてもこれらとほぼ同

じ傾向がみられた．すなわち，coracidiumの孵化まで

に要する日数は海水中，温度15°Ｃで８～９日，20.Ｃ

で５日，２５°Ｃ以上で４～５日と短くなるが(Table２），

温度が30.Ｃ以上になるとcoracidiumの孵化率は著し

く低下した（Tableｌ）．

著者らの場合，１５°Ｃ以下の温度では虫卵の発育実験

をしていないが，成熟片節の一部を低温』恒温器内(4°Ｃ）

に保存し，必要に応じてその虫卵を実験に使用したが，

これらの虫卵は約１カ年のあいだ各実験温度条件下で

coracidiumの発育・孵化が見られた．

〃〃⑫/iJ1zz肱α条虫卵の孵化に及ぼす光の影響につ

いては，GrabiecetaZ．（1963）やHilliard（1960）ら

が虫卵を光にさらすとcoracidiumの孵化が起こると報

告しているように，Ｄ、９７α"αｉｓやＤ・Ｍａｅ"OPzeγαｅ

の虫卵においてもcoracidium形成卵は光にさらすと

coracidiumの孵化が促進された．

GrabieceZaZ．（1963）はＤ・ＺａＺ"'〃卵の場合，白色

光100luxでは１分以内に孵化が始まり，５～６分以内

には大部分の虫卵で孵化が完了し，孵化率が最高を示す

ときの最低光度は５０～100luxで，この場合30～60秒の

あいだに孵化が始まり，また高い熱量に長時間さらすと

孵化率は低下すると述べている．

さらに，これらの論文は，．〃、"ｚ卯の孵化と波長

との関係をも追究しているが，GrabieceZaZ．（1963）

はＤ・Ｊａｍ"ｚ卵がもっとも高率に孵化するのはyellow

(約600ｍ似）とultraviolet（約300ｍ似）の波長にそれぞ

れｐｅａｋが見られたことから，coracidiumの孵化およ

び源出coracidiumと第１中間宿主copepodaとの接触

など生態的な面での理論づけを行ない興味ある報告をし

ている．

著者らの場合は，６０ｗ白色電球を光源とし，この光に

虫卵をさらしてcoracidiumの孵化を促進させるための

刺激としたが，このとき虫卵の受ける光はおよそ２０００

luxであった．しかし，毎日１回顕微鏡下で同じ光源に

よって虫卵の発育状況を観察したため，coracidiumの

孵化にとってどの波長が有効であるかについては明確に

示す-ことができなかった．

Motomura（1929）はArchigeres`Z'Pe"cJic"ｍＺ"ｓの

卵期発育について，胚細胞の２細胞分割期から六鉤幼虫

の形成までの問，その割球状態を詳細に観察し，Ａ、

α〃e"ａｉｃ"/ａｍｓにおける胚細胞の分割形式に大割球

(macromere）と小割球（micromere）の２型があると報

告している．また，Rybicka（1966）は条虫類の卵期胚

細胞の発育を「preoncospheralphase」として表現し，

段階的形態変化の特徴から発育過程を１）Degeneration

ofmicromeres，２）Formationofembryonicenvelo‐

pes，３）Developmentofhooksandmusculatures，４）

Developmentofglands，５）Differentiationofsomatic

andgerminativecellsなど５段階に分けている．

著者らは，，．ｇγα"αｉｓおよびＤ・ｂａＪａｅ"”Zeγαｅ両

虫卯について，まずこれらの発育．孵化可能な培養ｍｅ‐

diumのせん索，決定を主目的としたためMotomura

やRybickaらが示したような胚細胞の分割過程に関す

る詳細な観察は行なっていないが，，．ｇγα"αｉｓ卵にお

ける胚細胞の発育過程をRybicka（1966）の形式にあて

はめると次のようになる．すなわち，海水中で虫卵培養

開始後24時間目（Fig.２）にはすでに１）Degeneration

ofmicromeresが観察されており，さらに培養開始後

２～３日目（温度27°Ｃ）の虫卵（Figs、３，４）は2）

Formationofembryonicenvelopesの時期に相当し，

殊に３日目の虫卵（Fig.４）では鉤が認められたこと

から３）Developmentofhooksandmusculaturesの

時期に相当するものといえる．一方，水道水中で培養し

た虫卵は６日目（Fig.１０）および12日目（Fig.１１）と

も発育が停止したままの状態であるが，これらの虫卵は

Rybicka（1966）による１）Degenerationcfmicro‐

meresの段階に相当するものであろう．

孵化したcoracidiumは，，．ｇγα"cJisおよびＤ・

Ｍａｅ刀妙ｚｅｍｅ両者とも温度25｡～27°Ｃで25～35時間z生

存したが，Ｄ・ｍｍｌｌｚのcoracidiumの生存期間につい

てSchauinsland（1886)，Leuckart（1886）らは約１週

間，Vergeer（1936）は9｡～11°Ｃで９日間，37.Ｃ以上

で２日以内とそれぞれ報告しており，これらＤ・Ｚα〃'〃

のcoracidiumの生存期間に比較すると，Ｄ、91-α"cJis

や，．ｂαｍｅ"”Z”αｅのcoracidiumのそれは短いよう

であるが，これは著者らの用いたmediumの塩分濃度

（６）



6５

が本来の海水に比べてなお薄いためとも考えられる．

源出coracidiumの大きさは，，．ｇγα"cJisおよび

Ｄ・Ｍａｅ"”zeγαｅ両者とも繊毛膜を含めた外径が長径

平均65’,短径平均60αであり，，.〃〃，〃における42～

55Jα(JanickietRosen，1917)，27.5～35/α(江口，1926)，

40～５０ｕ(Essex,1927)，３２～2叩（Vogel，1929)，３５×

45’（Vergeer，1936）やＤ・加α"so"ｉにおける44×41α

<小林，1930）などよりもやや大きい．鉤の縦径は，．

ｇγα"伽およびＤ、６α〃e"〃Ｚｅ７ａｅで10～13/ｕである

が，Ｄ・ｍｍｌｌｚでは7.5｣(‘（江口，1926)，，．〃zα"solzi

でl０５ｌｕ（小林，1930）と報告されており，また繊毛の

長さも，.ｇγα"ｃＪｉｓおよびＤ、６αｍｅ"opZe7aeで20～３０

J【zであるが，Ｄ､ｍｍｌｌｚでは13～15/Z（Vogel，1929）と

報告されているなど，Ｄ・ｇ７ａＭｉｓやＤ・Ｍａｅ"”ｵﾋﾞｧαｅ

,のcoracidiumは，.〃“、や，．”α"so"ｉのcora‐

cidiumよりも全体的にやや大きいようである．

総括

１）大複殖門条虫（ヒト寄生）の虫卵について鯨複殖

門条虫（コイワシクジラ寄生）の虫卵と対比しながら，

数種medium中における胚発育過程を初めて観察した

が，両者の間に本質的な差は認められなかった．

２）胚発育およびcoracidiumの孵化に好適なｍｅ‐

diumは日本海海水，中海海水および人工海水（Aqua‐

marin）であった．生理食塩水中ではcoracidiumの孵

化率がきわめて低く，水道水中では孵化するものがなか

った．

３）coracidiumの孵化率は，温度25゜～27°Ｃの海水

中でもっとも高く，培養開始後４～５日目に孵化を開始

したが,温度30°Ｃ以上または15°Ｃ以下ではcoracidium

の孵化率は著しく低下した．

４）coracidiumの孵化促進刺激としては光が有効で

あった．

瀧出coracidiumの生存期間は海水中（温度25｡～

27°Ｃ）で25～35時間であったが，生理食塩水中では孵化

数分後，水道水中では孵化直後に死滅した．

５）冷蔵状態（4°Ｃ）で保存した虫卵は，約１カ年間

発育能力を保持していた．

本論文の要旨は，昭和42年３月の第36回日本寄生虫学

会総会および同年11月の日本寄生虫学会第23回西日本支

部大会において発表した．
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Abstract !

EXPERIMENTAL STUDIES ON THE LIFE-CYCLE OF DIPLOGONOPORUS GRANDIS

I. EMBRYONATION AND HATCHING OF THE EGG

Hajime KAMO, Seishun IWATA, Ryo HATSUSHIKA and Joji MAEJIMA

(Department of Medical Zoology, Tottori University, School of

Medicine, Yonago City, Japaii)

1) Embryonic development was observed for the first time on the eggs of Diplogonoporus

grandis (from the human host) by contrast with the eggs of D. balaenopterae (from the whale

host) in different culture media, in which no essential difference was noticed in the developing

process between these two groups of eggs.

2) Considerably high rate of embryonation and hatching of the eggs was detected in the

media of sea water such as water of the Japan Sea, water of the Chu-Kai Bay (brackish) and

the artificial sea water (Aquamarin), while but a few could hatch in the physiological saline,

and none was hatched in the tap water.

3) The most succesful results were obtained at 25°—27°C in sea water of the Japan Sea,

in which nearly 80% of the eggs began to liberate coracidia on 4 to 5 days after incubation.

However, the mortality rate of coracidia before hatching was extremely high even in embryonat-

ed eggs at above 30°C or below 15°C.

4) Coracidia hatched on exposure to light could survive for 25-35 hours in sea water of

the Japan Sea at 25°—27°C, while they lived for only a few minutes in the physiological saline

and died immediately after hatching in the tap water at this temperature.

5) Survival and subsequent embryonation of the eggs was proved after storage for about

one year at 4°C (refrigerator temperature).




